
第２回 湯沢町文教施設整備委員会建設分科会 

 

 

と き：平成２２年８月１０日（火） 

ところ：湯沢町役場 ３階 議会第２会議室 

 

 

次      第 

 

１．開  会 

 

２．挨  拶       西村伸也座長 

 

３．新委員紹介 

 

４．配布資料の確認 

 

５．前回分科会の会議録確認 

 

６．川崎市立はるひ野小中学校の視察を終えて 

  ・6月 18 日（金）… 西村座長を除く建設分科会委員(当時)全員＋事務局 

  ・7月 13 日（火）… 西村座長＋事務局 

７．議  題 

（１）前回分科会の内容確認 

 

 

 

（２）検討事項討議 

 

 

 

（３）次回開催日程について 

 

 

 

（４）その他 

 

 

８．閉  会 



推薦、立候補それぞれ有り

①分科会でのスケジュールと、各々の検討事
項をどの程度まで決める必要があるか。

②校舎を新設するにあたり、特定の教室だけ
でなく、普通教室でも使える環境を教育のＩＣ
Ｔ化として考えるべき。
③小中一貫校舎は、一つの建物に小中学生
が入るということか。また、既存施設で活用す
る施設があるが、その他に制約を受けることが
あるか。
教室は、セパレート型とオープン型のどちらが
良いのか。
④新校舎の教室算定の考え方と、何階建が
良いのか。
⑤グラウンドは、中学校と旧高校と2ヶ所ある
が、小・中別々に分けるのでなく、球技用とそ
れ以外に分けての安全確保も必要。
⑥空調の区画を分けての省エネも考慮する
必要がある。
⑦特別支援学級は、今後も必要性が高まると
思われるので、室数に余裕を持った配置が必
要。
⑧ＰＴＡ活動や学校支援、あるいは地域交流
のためのスペースを設けるべき。

次回開催前に、視察を行うことが必要との意
見多数。

(2)建設分科会での検討事項
について

①平成26年4月の開校を前提にすると、今年9月頃に基本設計を始
める必要がある。また、各々の検討事項については、基本的な考え
方を集約する考えで進める。

③校舎の形態決定には、教育や保育の各分科会との連携が必要。
また、現地の地形等の制約もあるが、中学校第二体育館・プール・給
食センターは既存施設を極力活用する。
最近の学校は、オープン型が主流となっている。

④教室算定等の考え方は、次回以降に資料をそろえたい。

次回開催前に川崎市立はるひ野小中学校を、6月16日若しくは18日
で計画することとし、分科会は視察後に別日程で予定する。

項　　目 質疑・意見等

北原雄一委員を副座長に選出(1)副座長の選出について

(3)次回開催日程について

確認・決定内容

決定事項確認メモ（建設分科会）

備　　考日付

平成22年5月21日（金）
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項　　目 備　　考

普通教室の配置

普通教室の数

特別教室の数・配置

教科教室
ランチルームは設けないた
め、ホームルームが必要で
ある。

教職員室の配置

校長室の配置

保健室の配置

その他

建設分科会にかかわる内容について （教育分科会検討内容）

○生徒会室
・小中一貫における生徒会の在り方、運営方法によって必要数が異なる。（分科会で今後検討）
・４－３－２の節目ごとに必要な場合も。（リーダーシップ発揮の機会として）
○相談室（個別）を各階に。
○スクールカウンセラー、心の教室を各１室。
○ICT（校舎内LAN、電子黒板など）の設備については、陳腐化を考慮し最新のスペックに配慮が必要。

配慮してもらいたいこと

○４－３－２の教育課程を踏まえて
・中期３年は同一フロアが望ましい。ただし、小学校６年と中学校１年生は、小学校（卒業）から中学校（入
学）への進学を自然に意識できるような、建物的な工夫をお願いしたい。

○特別支援教室について
・特別支援教室については、小学校３室、中学校2室（知的、情緒）を確保してもらいたい。
・また、現在の状況から開校時のニーズをある程度推計し、対応することも必要である。
・不登校対応として、適応指導教室の設置もお願いしたい。

○特別教室として必要なもの
・理科室・・・小学校１室、中学校２室（生物、物理）、各準備室
・図工室、美術室・・・小学校１室、中学校１室、各準備室
・音楽室・・・小学校１室、中学校１室、各準備室
・調理室・・・小中共通で１室、準備室、（共通となるため、身長差への配慮を要す）
・被服室・・・小中共通で１室、準備室、（共通となるため、身長差への配慮を要す）
・コンピュータ室・・・小学校１室、中学校１室（但し、授業でどの程度の利用が見込まれるかを確認したう
えで）
・図書室・・・小中共通とし、一般町民も利用できる図書館として充実した施設が望ましい。併せて、地域交
流施設との併設が望ましい。

○小・中は共通としたい。

○教務室に隣接する位置に小中それぞれの校長室を配置する。
・可能であれば外来者が直接（教務室内を通過しないで）校長室に入室できるよう配慮が必要。

○小・中は共用で１室とする。
・健診などの利用を配慮し、パーテーションで区切ることのできる設備が必要。
・救急車の乗り入れ、トイレ、シャワー室、洗濯機などの配慮が必要。

○学級編成基準の改正を視野に入れて
・学級編成基準が改正（４０人⇒３５人）されることを見込んだ、教室数としてもらいたい。

○中学校２、３年生はホームルームを確保した上で、教科教室としたい。
・数学、英語、社会、国語各準備室
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人数 学級数 人数 学級数 人数 学級数 人数 学級数 人数 学級数

１年生 63 32人以下 2 30人以下 3 67 3 63 3 44 2 57 2 55 2

２年生 69 32人以下 3 30人以下 3 64 3 69 3 65 3 45 2 59 2

３年生 64 40人以下 2 35人以下 2 52 2 64 2 69 2 65 2 45 2

４年生 52 40人以下 2 35人以下 2 67 2 52 2 64 2 69 2 65 2

５年生 69 40人以下 2 35人以下 2 60 2 69 2 54 2 66 2 71 3

６年生 62 40人以下 2 35人以下 2 71 3 62 2 71 3 56 2 68 2

計 379 13 14 381 15 379 14 367 14 358 12 363 13

１年生 76 40人以下 2 35人以下 3 72 3 76 3 67 2 76 3 60 2

２年生 73 40人以下 2 35人以下 3 79 3 73 3 77 3 68 2 77 3

３年生 79 40人以下 2 35人以下 3 98 3 79 3 73 3 77 3 68 2

計 228 6 9 249 9 228 9 217 8 221 8 205 7

開校時（平成２６年度）の生徒数及び学級数の推計

小
学
校

学級数
改正見込みの
学級編成基準

学級数
現在の学級編成基準

（新潟県の特例を加味）
学年人数

【参考：H25以降の児童・生徒数及び学級数の推計】

H27H26H25

【教員の配置についての新潟県の特例】
○小学校：３～６年生の国語、算数は３２人以下で授業が実施できるように教員を配置する。
○中学校：１学級３４人以上の学校に、数学、英語の少人数学習（T.Tを含む）が実施できるように教員を配置する。

＊本表は改正見込みの基準で算定

中
学
校

H29H28

学年

学級数等
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建設分科会での主な検討事項（案）

（１）全体的な配置

・認定こども園、小中学校、地域交流施設、児童クラブ

・活用予定の既存施設との動線

★活用予定施設 … 中学校第２体育館、給食センター、プール、グラウンド

・自然の森、花壇、畑などの配置

★旧高校グラウンド南東側の敷地を活用 … 花壇、畑等検討

・駐車場

★全体で普通車用 120 台程度 … 分散しての配置となるか？

（２）小中の校舎は教育分科会の検討を受けた一貫教育に配慮

・１学級３５人（現在４０人）になる方向であることや少人数学年

（小学校）、教科（中学校）を念頭に余裕の多目的教室を考える。

★現行基準 … 小 1・2年は 1学級 32人(新潟県特例)、小 3～6年の国語・

算数は 32人(新潟県特例)その他の学科は 40 人、中学校は 1学級 40人

★改正見込基準 … 小 1・2 年は 1 学級 30 人(新潟県特例未定)、小 3～6 年

は 35人(科目別特例未定)、中学校は 1学級 35人

（３）認定こども園を配慮した一貫校との動線

（４）配慮した設計

・耐震、危機管理、除雪、融雪、昇降口、エコ、木材、バイオマス、

太陽光発電施設、宿泊可能な畳の部屋、トイレ（和・洋・障害）、バリ

アフリー、冷房が必要な施設、各学校の資料保管室 等

（５）１階に必要と思われる施設

・校長室、小中合同教職員室、会議室、保健室（小中隣接・トイレやシャワー

室・洗濯機・救急車横付け可能など）、教育相談室、放送室、技術員室、ラ

ンチルーム、1年生～４年生の教室、特別支援学級の教室（知的・情緒・グ
レーゾーン）、スキー置場、乾燥室、ワックスルーム、放課後児童クラブ、

地域交流施設、体育館下の駐車場 等

（６）工夫が必要と思われる施設

・理科や芸術教科などの特別教室、視聴覚教室、コンピューター室、

少人数学習室、個人ロッカー、机、椅子、上下可動式黒板、電子黒板、教壇、

教卓、保・小中・共用・交流施設などによる色分け、広い廊下、憩いのフロ

ア、優しい照明、下駄箱（４０ｃｍの高さ） 等

（７）既存のプールの活用

・小学生と中学生が使えるように改装する。（約１億円か）

（８）５小学校及び中学校にある芸術品や貴重品の活用
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（９）外国語活動（英語）に必要な教室やグループ討論・発表会のできる場所の確

保（文部科学省整備指針の改定の方向）

（10）その他
  ・実際に教える教職員からも意見を聞く。（使いやすさ）

（11）特定の教室だけでなく、普通教室でも活用できるＩＣＴ※環境整備の検討

   ★ＩＣＴ※ … Information and Communication Technology の略で日本語で

    は、一般的に「情報通信技術」と訳される。「IT」とほぼ同様の意味で用

いられ、近年「IT」に変わる表現として定着しつつある。

（12）グラウンドを安全に使用するために、球技等との同時使用を避ける考慮も必

   要（2ヶ所あるグラウンドを、小中で有効に使用する）

（13）省エネルギーを考慮した、空調（冷暖房）区画の検討が必要

（14）特別支援学級は今後も必要性が高まるため、室数に余裕を持った検討が必要

（15）ＰＴＡ活動、学校支援活動、地域交流のための十分なスペースが必要






	

